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［要約］

開花が長期に渡るエダマメ晩生品種では開花日６日後および13日後の２回、開花が比較的

短期間に限られる中晩生品種では開花日10日後に１回、アルバリン／スタークル顆粒水溶剤

を散布することにより、ダイズサヤタマバエによる被害莢率が低く抑制される。

［普及対象範囲］

県内エダマメ生産者

［ねらい］

近年、県内のエダマメ栽培においてダイズサヤタマバエ（図１）による被害（図２）が増加

しており、特に中晩生以降の品種において被害が大きい。収穫期の遅い作型での発生が多い要

因として開花が長期間に渡り、ダイズサヤタマバエの産卵に適した若莢が長期間継続的に存在

することが一因であると考えられる。この防除が必要となる生育上のステージ（開花後の期

間）を明らかにすると共に効果の高い防除時期について検討する。

［技術の内容・特徴］

１ エダマメ晩生品種では、ダイズサヤタマバエの産卵に適している若莢が見られた期間は開

花日後８～24日の17日間であった（図３）。一方、中晩生品種では若莢が見られた期間は

開花日後５～18日の11日間であり、晩生品種より短かった（図４）。

２ 晩生品種では、アルバリン／スタークル顆粒水溶剤の開花日６日後および13日後の２回散

布による高い防除効果が認められた（表１、図３、図５）。この７日間隔の２回の防除時期

は、若莢が発生する直前および急増している時期と重なっていることから（図３）、晩生品

種においては若莢が多く見られる時期に２回の防除により継続して薬剤の効果を発揮させる

ことが防除上重要であると考えられる。

３ 中晩生品種では、アルバリン／スタークル顆粒水溶剤の開花日２日後および10日後の２回

散布による防除効果が最も高かったが、開花日10日後の１回散布でも高い防除効果が認めら

れた（表２、図４、図６）。開花日10日後頃は若莢が急増し始めた時期であることから（図

４）、晩生品種より開花期間が短い中晩生品種では、この時期に１回防除することにより若

莢が見られる期間に継続して薬効が発揮されたものと考えられる。

［成果の活用上の留意点］

１ 供試した晩生品種は「秘伝」、中晩生品種は「あきた香り五葉」である。

２ 試験場所、播種日および開花日について、晩生品種は秋田市雄和種沢現地ほ場で平成28年

６月29日に播種し、開花日は８月16日である。中晩生品種は秋田市雄和相川現地ほ場で平成

29年６月20日に播種し、開花日は８月２日である。

３ ダイズサヤタマバエの発生量は、晩生品種では多発生、中晩生品種では中発生である。

４ アルバリン／スタークル顆粒水溶剤は2,000倍液に展着剤（シンダイン10,000倍）を加用

して200L/10a相当量を背負式動力噴霧機を用いて散布している。



［具体的なデータ等］

［発表論文等］

第71回北日本病害虫研究発表会にて発表（平成30年２月）

図１ ダイズサヤタマバエ成虫 図２ ダイズサヤタマバエによる被害莢

図４ 中晩生品種における開花数と莢数の推移（無処理区）

注：莢数は累積莢数

図５ 各試験区の被害莢率（晩生品種） 図６ 各試験区の被害莢率（中晩生品種）

図３ 晩生品種における開花数と莢数の推移（無処理区）

注：莢数は累積莢数

0

25

50

8/15 8/18 8/21 8/24 8/27 8/30 9/2 9/5 9/8

茎
当
た
り
開
花
数
お
よ
び
莢
数
（個
）

開花数

莢数

注）アルファベットは

試験区、矢印は

防除実施を示す

A
E

B

F

C

G

D

（ ）開花日
後日数0 2 5 8 11 14 17 20 23

H

0

20

40

7/30 8/2 8/5 8/8 8/11 8/14 8/17 8/20 8/23 8/26

茎
当
た
り
開
花
数
お
よ
び
莢
数
（
個
）

開花数

莢数

（月/日）

A
B

C
D

EF
G 注）アルファベットは

試験区、矢印は

防除実施を示す

（ ）開花日
後日数0 3 6 9 12 15 18 21 24

42.1 

16.0 15.7 

68.6 

31.9 

5.4 

19.3 

79.6 

0

20

40

60

80

100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 無処理

被
害
莢
率
（
％
）

20.9 

6.4 
4.2 

2.1 3.1 2.7
1.0 

2.2 

21.6 

0

10

20

30

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 無処理

被
害
莢
率
（
％
）

表２　各試験区の防除時期（中晩生品種）

開花日 ２日後 ７日後 10日後 13日後
Ａ ○
Ｂ ○
Ｃ ○
Ｄ ○
Ｅ ○
Ｆ ○ ○
Ｇ ○ ○
Ｈ ○ ○

無処理
※○は防除実施を示す

区
防除実施時期（開花日後日数）

表１　各試験区の防除時期（晩生品種）

開花日 ６日後 13日後 20日後
Ａ ○
Ｂ ○
Ｃ ○
Ｄ ○
Ｅ ○ ○
Ｆ ○ ○
Ｇ ○ ○

無処理
※○は防除実施を示す

防除実施時期（開花日後日数）
区

（月/日)


